
BECC Cafe は昼休憩や空き時間などに自由に利用できる空間。ポケ
ポケのアプリを開いていると、Julia 先生が話しかけてくることも！
Julia 先生はポケモンが大好き。ポケモンがきっかけで Julia 先生と
気軽に話せるようになった！という学生もいるほど。

SALC は自分の学びたいものを自分のスタイル・ペースで学ぶことの
できる空間。ここには、ゲームを楽しみながら自然な英語表現を身に
つけてもらおうという理由で Switch が置いてあります。ソフトも随
時新しいものを購入しています。春休みに先生たちで集まり、新しい
ゲームの遊び方を勉強してみました。

BLSはBlended Learning Spacesの略。最新の機器を備えた語学トレー
ニング専用の多機能教室。BECC に来たばかりの頃、BLS のことを
「Classroom」と呼んだら「No! It s a BLS!」と訂正されたことがある
というスタッフも。ただの教室ではない！こだわりのスペースです。

　SALC は English Only の環境で、BECC の先生
とはもちろん、学生同士の会話も英語です。そ
んな他とは違う環境の SALC に「沼る」人続出！
その魅力を深掘りします。

専任の Learning Advisor が英語学修に関する
相談にのってくれる！相談は日本語で。

SALC では、いろいろな英語学修方法を提供。
たとえば、ゲームをしながら、映画を観ながら、
話しながら英語を学ぶ方法。机に向かってす
る勉強だけが勉強じゃない！

英語に関する本がたくさん置いてある！さら
に手続きをすれば 2週間借りられる。TOEIC
や英検といった資格関係の本も豊富。

目を引くのが黄色や赤のカラフルなソファ。
ここを「SALC ラウンジ」と呼び、実際の会話
の中で、楽しみながら英語を使うことができ
るエリア。

集中して勉強するのに最適な個室が 6つもあ
る。TOEIC 前になると、ここでリスニングの
勉強をする人も。個室ではなく開放的な学習
スペースで友達と勉強することもできる。　

SALC には学生がスタッフとして勤務。利用者
のみなさんの分からないこと、困ったことを
学生目線で解決！
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Bunkyo English Communication Center,
略して BECC( ベック )皆さんとお会い

できるのを楽しみにしています！

学生インタビュー留学のその先へ

Yuji Kajiya 2025 年 GC 学科卒業

　美しいビーチやリゾート地として人気のあるフィリピンのセブ・マクタン島にある本学の
姉妹校ラプラプセブ国際大学には、本学からも毎年多くの学生が留学をしています。留学は、
英語力の向上だけでなく、異なる価値観に触れ、現地の暮らしを知り、社会問題と向き合う
ことで自身の視野を広げる貴重な経験となります。

　LCIC の授業は、先生が出す問いやテーマについて個人やグループで考えるスタイルでした。時にはレクリエーションのような内容もあり、BECC
の授業とよく似ていると感じました。特に印象に残っているのは、ショッピングモールで買い物客にアンケートを実施し、結果を発表した授業です。
アンケートが早く終わったグループには自由時間があり、ショッピングを楽しむこともできました。その間、先生たちはご飯を食べていて自由な雰
囲気が面白かったです。また、少し高いレベルのクラスに挑戦し、英語が堪能な学生たちとディスカッションを重ねる中で、実践的に英語力を鍛え
ることができました。このとき仲良くなった台湾人の学生とは今でも交流が続いていて、日本に遊びに来てくれた際には会いに行くほど親しくなり
ました。
　フィリピンでは物質的な不便さはあったものの、解放感が大きく、のびのびとより自分らしく生活することができました。帰国してからは、留学
で格段に向上したリスニング力を維持するため、洋楽を聴いたり、洋画を観たり、ポッドキャストを活用したりと、日常的に英語に触れることを意
識しています。勉強もバイトも遊びも全力で楽しみましょう！！

　LCICでは、自分のレベルに合った自分のやりたい授業を受けることができました。先生方はとてもユーモアがあり、優しくフレンドリーだったため、
常にポジティブな気持ちで学ぶことができました。
　シェアハウス型の寮にはサウナやシャワールーム、多機能トイレ、洗濯機などが完備されており、想像以上に快適でした。最初は言語の壁を強く
感じうまくコミュニケーションが取れず、ルームメイトに迷惑をかけているのではないかと不安になることもありました。そんな中、ルームメイト
の温かい言葉に励まされ、「自分にできることを精一杯やろう」と前向きに考えられるようになりました。完璧な英語を話せなくても、笑顔やジェ
スチャーが会話を助け、自然と距離を縮めてくれます。ルームメイトに恵まれたおかげで、充実した寮生活を送ることができました。
　留学を通じて、新たな視点や自信、英語力を培い、挑戦する勇気を身につけることができました。皆さん、限られた時間を最大限に活用し、英語
学習をより実りあるものにしてください！

Haya Kurisu 2025 年 GC学科卒業

授業の時間割や内容はしっかり整えられていて、流れに沿って学ぶだけで自然と英語力が身につく仕組みになっていました。先生の講義を聴くだ
けでなく、学生自身が先生役となって学んだ内容を講義する機会もあり、理解を深めながらアウトプットできる環境が整っていました。積極的な意
見発表を通じて、自分の考えを明確に持ち、発信することの大切さを学びました。
　英語力をさらに高めるため、LCIC の目玉である Student Buddy System を利用して、フィリピン人学生による個人レッスンを受けました。この交
流がきっかけとなりセブ市内を案内してもらったことは、留学生活の中で最も印象深い思い出です。
　一方で、街中での貧困を目の当たりにしたことで、格差社会を実感し、より広い視野で世界を捉えるきっかけとなりました。社会福祉士を目指す
立場として、外国人労働者の背景を理解し、信頼関係を築くためにも語学力は欠かせません。これからも BECC の授業や SALC を活用しながら、卒業
までにさらに英語力を磨いていきたいと思います。

Haruhisa Nakamura
人間福祉学科 4 年生




